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平成２４年度 歯科保健活動事業助成交付事業報告書抄録 

１．事業名：学童期キャリア教育に於ける歯科啓発活動 

２．申請者名：一般社団法人小樽市歯科医師会 会長 笠間茂  

       地域医療担当理事 沖津正尚 

３．実施組織：一般社団法人小樽市歯科医師会、北海道歯科衛生士会小樽支部、 

北海道技工士会小樽支部 

４．事業の概要： 

 8020 運動達成のため小樽市歯科医師会では歯科健康教育の視点を変え、児童・生徒へのキャリア教育事業

という教育時間の一部を使用し、学童へ歯科業務を教育することにより、歯科保健知識の普及を図ると共に

歯科関連職種の理解と興味をもたせるためのキャリア教育事業を行っている。 前年度は小学２年生、小学

４年生に於いて授業を実施し、教育関係者からも大変好評であった為、本年度は学童期初年度の小学１年生

を対象に北海道歯科衛生士会、北道歯科技工士会と連携を持ち、歯科職種の興味を持たせつつ、歯科保健知

識の普及を図り、今後の 8020 運動の推進に役立つ事業展開を行った。 

５．事業の内容： 

従来から行っている小学 4 年生のほか、小学１年生を対象としてのキャリア教育を行った。歯科医師業務

として CR 充填と支台歯形成など、歯科衛生士業務としてスケーリングや清掃指導、歯科技工士業務として補

綴物や義歯作製などについての簡単な説明をビデオと模型などを利用し紹介。実習ではモチュベーションを

高めるためにディスポーザブルの予防衣とグローブ、マスクを着用してもらい印象材を練り、指先を印象し

た後、石膏を練って固める実習を行なった。また、北海道歯科衛生士会、北海道歯科技工士会の各代表から

各職種のアピールをしてもらい、最後に虫歯の成り立ちなど虫歯予防に関する講義を行った。 

６．実施後の評価（今後の課題）： 

前年度に引き続き PTA からの依頼で小学生を対象にキャリア教育を行ったが、授業をやっている自分たち

も嬉しくなるくらい生徒の反応や態度が今までになく生き生きとしていて充実した授業でであったと考え

る。また、小学１年生は学童期初年度であり知識や理解力に乏しく漢字や説明文を極力低学年用に編集する

作業とともに実習でのタイムスケジュールの編成に苦労を要した。結果として授業を受けた生徒のみならず

PTA や親からも大変好評であった。今後は北海道歯科衛生士会、北海道歯科技工士会とさらなる連携を持ち、

歯科職種の興味を持たせつつ、歯科保健知識の普及を図り、今後の 8020 運動の推進に役立つ事業展開をしていき

たい。 

 


